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①洋１０､ﾗｬｼﾌ｡一の汁の斗哨､で1スタシパ1イ｡
＠ラ帥域､'ように看にツオル危塔を、ネッ子ｿと
たうβ､｡‘ノビ善りぬ叶釆す。八Ｔの蚕弄を窓’
象1瓜スーツとしてくる不R》､識城蒔､ﾘ，。

③鎌!ご峡ﾌた大ｲﾑ様ハアーに感嘆しフフ、
ラ､ｖ７､て､､ざるぐ､る０唖にタオルを巻‘,て救澄
その間､hT隣令て'､｡､､o＞とリラックス。
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鱗の恥協。真っ農禰､了『手めぃぁ？
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'ししず'ﾌ奪帆てい糸ものの‘汝めてデ､トツ7ｘ壱裳鮮１
頭にﾌ!Ｔるものり、､皮層"､ら,&収翰血管がら体内を懲ﾂ今ｵｼｯｺと共に。
ｲ可を催甲する̂、改めて老久土せり水准-６て''しT富、､､。


